
こども家庭行政推進調査事業費補助金 （成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 

分担研究報告書 

- 25 - 

 

地域で子育てを支える：こんにちは赤ちゃん訪問の役割と今後の課題 

 

          研究分担者 後藤 あや（福島県立医科大学総合科学教育研究センター） 

          研究協力者 新井 猛浩（山形大学地域教育文化学部） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

2021 年 2 月に定められた「成育医療等の提

供に関する施策の総合的な推進に関する基本

的な方針」（成育医療等基本方針）に基づく施

策の全体的な実施状況の評価指標として、「こ

の地域で子育てをしたいと思う親の割合」が指

標として取り上げられており、地域社会全体で

子どもの健やかな成長を見守り育む地域づく

りを進めている。 

 その背景として育児中の母親の孤独感があ

り、10年以上前から注目されている。母親の孤

独感が母親自身の抑うつや育児不安につなが

り、児童虐待をはじめとした子どもの生育環境

の悪化の原因となることが懸念される。近年で

は父親の育児参加が奨励されてきているもの

の、我が国では依然として母親に育児の負担が

かかる場合が多く、母親が育児をひとりで抱え

込むような状況で周囲から孤立することのな

いような支援が求められている (1)。 

母親の孤独感に関連する要因として周囲と

の関係性が上手く構築できない等の個人的特

性と地域との関係や環境等の地域要因がある。

特にソーシャルネットワークをうまく広げら

れずにいる母親へのソーシャルサポートを充

実させていくことは孤独感を軽減させるよう

な効果的な支援になるものと考えられる(2)。

近年、孤独は社会的な課題としてその対策が重

要視されている。一般的な孤独尺度が育児期の

親にも用いられて、孤独と孤立との関係も明ら

かになっている(3)。対策としては社会的処方

が政策的に提示されており、母親が近隣との交

流やつながりを持てること、そして地域社会に

いる支えてもらえる人々の存在を認識できる

ような支援が有益である(4)。 

 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん

事業）は 2009 年より児童福祉法上に位置づけ

られ、市町村を実施主体として全国で実施され

ている。この事業の具体的な目的は、生後４か
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月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、

様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する

情報提供等を行うとともに、親子の心身の状況

や養育環境等の把握と助言を行い、支援が必要

な家庭に対しては適切なサービス提供につな

げることである。この事業が乳児のいる家庭と

地域社会をつなぐ最初の機会となり、乳児家庭

の孤立化を防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保

を図る。 

福島市のこんにちは赤ちゃん訪問事業では

保健師と地域のボランティアが乳児訪問をそ

れぞれ 1回行っており、毎年事業評価を行って

いる(5)。本報告では直近 2 年間の事業評価デ

ータを用いて、訪問を受けた対象者が学んだこ

とを積極的に周囲に伝えたいという積極的な

ネットワーキングの意思と、訪問する赤ちゃん

応援隊のやりがいについて分析し、本事業の向

上について考察した。 

 

Ｂ．研究方法 

1. こんにちは赤ちゃん訪問対象者 

 調査対象者に案内はがきを送付し、福島市オ

ンライン申請にて回答を得た。調査の時期は

2023年 2-3月および 2024年 2月で、それぞれ

2022年 4月 1日から 7月 31日までに生まれた

児の 508家庭と、2023年 4 月 1 日から 7 月 31

日までに生まれた児をもつ家庭を対象とした。

調査は匿名で実施され、個人を特定できない形

で市からデータの提供を受けた。 

主な調査項目は、専門職の訪問を受けたか、

赤ちゃん応援隊の訪問を受けたか、訪問時期の

適切さ、地区の情報が得られたか、渡された資

料が役立ったか、誰かと話すきっかけになった

か、誰と話したか、および訪問を受けての気持

ちである。 

本分析では、訪問を受けて誰かと話すきっか

けになったということと訪問を受けての気持

ち（必要な時に誰かに相談する気になれたか、

訪問者に話をよく聞いてもらえたと思うか、不

安が軽減したか、育児に対する自信を持つこと

ができたか、応援隊に地域で声をかけられたら

嬉しいか）の関連を検討した。誰と話すきっか

けになったかは複数回答で、気持ちについての

回答は「とてもそう思う」「そう思う」「どちら

とも言えない」「そう思わない」「全くそう思わ

ない」の 5択であり、後者 3 つをまとめて 3区

分にした。分析には SPSS version 28を用いた。 

 

2. こんにちは赤ちゃん応援隊 

調査の時期は 2023年 1-2月で、活動中の 87

人を対象とした。調査は匿名で実施され、個人

が特定されない形で市からデータの提供を受

けた。 

主な調査項目は、活動年数、活動して良かっ

た経験、訪問後に対象者と合う機会、活動中の

経験、担当保健師との連携、活動への不安、活

動はイメージ通りだったかである。それぞれの

項目について、自由記載も求めた。 

 注目した変数は、応援隊のやりがいに関する

変数として活動してよかった経験があるかど

うかである。回答は「はい」、「いいえ」、「わか

らない」の 3 択であり、後者 2 つをまとめて、

他の項目との関連を分析した。活動の不安は「1. 

不安はない」から「5. とても不安」を、1-2の

不安なしと 3-5の不安ありに 2区分した。分析

には STATA version 18を用いた。 

 

（倫理面への配慮） 

 分析に用いたデータは福島市が実施した無

記名アンケートから作成されたものである。匿

名データの二次利用であるため「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針」に該当せず、

福島県立医科大学の倫理審査は不要であった。 
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Ｃ．研究結果 

1. こんにちは赤ちゃん訪問対象者

本事業の対象者計 957 人（2022 年 508 人、

2023年 449人）中、計 349人（2022年 176人、

2023年 173人）から回答を得た（回答率 36.5％）。

ただし、2022年のデータ提供が後半 45人分の

みで、分析対象者数は計 218人であった。専門

職の訪問を受けた者が 93.6％、応援隊の訪問を

受けた者が 86.2％であった。訪問の時期につい

てちょうどよかったと回答した者が 88.4％、早

かったと回答した者が 11.1％、遅かったと回答

した者が 0.5％だった。訪問を受けて誰かと話

すきっかけになったと回答した者は 70.0％で

あった（表 1）。 

訪問がきっかけになり夫と話したことがあ

る者は 68.5％で、続いて実母とが 41.3％であっ

た（表 2）。訪問を受けての気持ちはすべての項

目で「とてもそう思う」が最も多く、必要な時

に誰かに相談する気持ちになれたでは 42.9％、

訪問者に話をよく聞いてもらえたでは 53.8％、

不安が軽減したでは 41.4％、育児に対する自信

を持つことができたでは 38.2％、一度来訪した

赤ちゃん応援隊に地域で声をかけられたら嬉

しいでは 52.8％だった。また、地域の情報が得

られたと回答した者は 86.2%であった（表 3）。 

訪問をきっかけに誰かと話すきっかけにな

った場合は有意に、訪問の時期が適切と感じて

おり、渡された資料が役立っており、必要な時

に誰かに相談する気持ちになれて、また、地区

の情報も得られていた（全て p<0.001）（表 4）。

気持ちについては、訪問者に話をよく聞いても

らえたと感じており、育児への不安が軽減し、

自信を持つこともでき、さらに一度来訪した応

援隊に街で声をかけられたら嬉しいと感じて

いた（全て p<0.001）。 

2. こんにちは赤ちゃん応援隊

 応援隊 87人中 80人から回答を回収した（回

答率 92%）。10年以上経験している者が 25.0％

を占め、次いで 3－5 年が 22.5％であった。

89.5％が活動してよかった経験があったと回

答した（表 5）。 

 活動してよかった経験がある場合は有意に、

経験年数が多く(p=0.03)、訪問後に対象者に会

う機会があり(p=0.01)、担当保健師との連携が

あり(p=0.004)、活動がイメージ通りで(p=0.01)、

活動に不安がなかった(p=0.01)だった（表 6）。 

Ｄ．考察 

1. こんにちは赤ちゃん訪問対象者

今回の結果は、乳児家庭全戸訪問事業が親の

ソーシャルネットワークを広げるきっかけに

なることを示している。専門職や応援隊などの

訪問とそれをきっかけにした周囲の人との会

話が親の気持ちに良い影響を及ぼし、育児への

不安や孤独感が軽減するものと考えられる。周

囲の人との関係性を構築することに何らかの

困難がある場合にも、訪問者との顔が見える交

流によって、近隣との付き合いの希薄さや地域

のつながりを持てないままで取り残されるこ

とを防ぐ一助となり得ると考える。訪問事業に

よって孤独感をはじめとした親のおかれた状

況を把握するとともに、親が社会的支援を求め

られやすくなるような環境を整えることは今

後ますます重要になる(2)。 

2. こんにちは赤ちゃん応援隊

応援隊と親が合うことは、親のソーシャルネ

ットワークの広がりだけでなく、応援隊のやり

がいにも関連していた。応援隊のやりがいをさ

らに上げるためには、保健師との連携強化、活

動開始前に活動のイメージをつけ、そして活動

に対する不安への対応が必要である。 

得られた結果から事業向上案として、以下が

考えられる。第一に、経験年数の多い応援隊は
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活動してよかった経験がある者が多く含まれ

ており、活動を開始する前や経験の浅い応援隊

にポジティブな経験を共有する機会を提供で

きる。京都府の自治体で行った子育て支援ボラ

ンティアの継続要因についての調査では、メン

バーが地域において目的を共有する仲間との

交流の機会を持つことにやりがいを感じてい

ることが報告されている(6)。第二に、応援隊と

保健師との話し合いの場をより多く設け、応援

隊が不安に思う事例を検討する。乳児家庭全戸

訪問事業に携わる主任児童委員を対象に行っ

た質的研究から、保健師が地域のボランティア

を子育て支援の大事なパートナーと捉え、必要

に応じて訪問後の情報共有を行い、事例検討や

活動の方向性を話し合うなど研修の在り方を

検討する必要があると述べている(7)。 

Ｅ．結論 

本研究の結果より、「こんにちは赤ちゃん」

訪問事業が、乳児の親にとって周囲との関わり

を持つ機会となり得ることが示唆された。訪問

を受けた親の多くが、専門職や応援隊との対話

を通じて誰かと話すきっかけを得たり、地域の

情報に触れたりしており、育児に対する気持ち

の変化や相談のきっかけにもつながっている

可能性が伺えた。訪問時期の適切さや、資料の

有用性、訪問者とのやりとりの内容も、こうし

た変化と関連していると考えられる。 

また、応援隊側においても、多くの者が活動

にやりがいを感じており、その背景には経験年

数、保健師との連携、活動前のイメージ形成、

活動後の交流機会などが関連していた。応援隊

の支援活動をより充実させるには、応援隊同士

の情報交換の場や保健師との継続的な連携体

制の構築が必要である。 
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表 1. 家庭訪問について

n=218 ％ 

専門職の訪問 

受けた 204 93.6 

 受けなかった 14 6.4 

応援隊の訪問 

受けた 188 86.2 

電話のみで受けなかった 23 10.6 

受けなかった 7 3.2 

訪問の時期について 

遅かった 1 0.5 

ちょうどよかった 183 88.4 

早かった 23 11.1 

訪問を受けて、誰かと話すきっかけになったか 

はい 147 70.0 

いいえ 63 30.0 

表 2. 訪問がきっかけで子育てについて話した相手 

n=218 % 

夫 あり 146 68.5 

なし 67 31.5 

実母 あり 88 41.3 

なし 125 58.7 

実父 あり 20 9.4 

なし 193 90.6 

義母 あり 20 9.4 

なし 193 90.6 

義父 あり 10 4.7 

なし 203 95.3 

祖母 あり 3 1.4 

なし 210 98.6 

祖父 あり 2 0.9 

なし 211 99.1 

きょうだい あり 19 8.9 

なし 194 91.1 

友人 あり 38 17.8 

なし 175 82.2 

表 3. 訪問を受けての気持ち 

全くそう 

思わない 

そう 

思わない 

どちらとも 

言えない 

そう思う 大変 

そう思う 

n % n % n % n % n % 

相談する気持ちになれた 2 0.9 5 2.4 32 15.1 82 38.7 91 42.9 

訪問者に話をよく聞いて
もらえた 

2 0.9 7 3.3 25 11.8 64 30.2 114 53.8 

不安が軽減した 4 1.9 8 3.8 49 23.3 62 29.5 87 41.4 

育児に対する自信を持つ
ことができた 

5 2.4 12 5.7 56 26.4 58 27.4 81 38.2 

一度来訪した赤ちゃん応
援隊に地域で声をかけら
れたら嬉しい 

6 2.8 7 3.3 18 8.5 69 32.5 112 52.8 

地区の情報が得られた 2 1.0 5 2.4 22 10.5 94 44.8 87 41.4 
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表 4. 誰かと話すきっかけになったとの関連要因 

誰かと話すきっかけになった 

はい いいえ 

n=147 % n=63 % ｐ値 

訪問の時期について 

遅かった 0 0.0 1 100.0 <0.001 

ちょうどよかった 134 74.0 47 26.0 

早かった 9 39.1 14 60.9 

渡された資料は役立った 

そう思わない・どちらとも言
えない 

8 21.1 30 78.9 <0.001 

そう思う 60 71.4 24 28.6 

とてもそう思う 77 90.6 8 9.4 

相談する気持ちになった 

そう思わない・どちらとも言
えない 

13 34.2 25 65.8 <0.001 

そう思う 56 68.3 26 31.7 

とてもそう思う 78 86.7 12 13.3 

訪問者に話をよく聞いてもらえた 

そう思わない・どちらとも言
えない 

15 45.5 18 54.5 <0.001 

そう思う 37 57.8 27 42.2 

とてもそう思う 95 84.1 18 15.9 

不安が軽減した 

そう思わない・どちらとも言
えない 

24 40.0 36 60.0 <0.001 

そう思う 46 74.2 16 25.8 

とてもそう思う 75 87.2 11 12.8 

育児に対する自信を持つことができた 

そう思わない・どちらとも言
えない 

33 45.8 39 54.2 <0.001 

そう思う 42 72.4 16 27.6 

とてもそう思う 72 90.0 8 10.0 

担当応援隊に声をかけられたら嬉しい 

そう思わない・どちらとも言
えない 

8 33.3 16 66.7 <0.001 

そう思う 41 64.1 23 35.9 

とてもそう思う 80 81.6 18 18.4 

地区の情報が得られた 

そう思わない・どちらとも言
えない 

11 37.9 18 62.1 <0.001 

そう思う 61 64.9 33 35.1 

とてもそう思う 73 85.9 12 14.1 

一部項目では欠損のために 100％が表頭の合計数と異なる。 

カイ 2乗検定を用いた。
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表 5. 応援隊と活動の特徴 

合計 

(n=80) 

n % 

経験年数 

1年未満 16 20.5 

1-2年 10 12.9 

3-5年 18 23.1 

6-9年 14 18.0 

10年以上 20 25.6 

活動してよかった経験 

あり 68 89.5 

なし・わからない 8 10.5 

訪問後に対象者に会う機会 

あり 47 58.8 

 なし 33 41.3 

訪問で赤ちゃんに会えなかった 

あり 55 68.8 

なし 25 31.3 

電話がつながらず対応できなかった 

あり 44 55.0 

なし 36 45.0 

コロナを理由に断られた
あり 19 23.8 

 なし 61 76.3 

専門職訪問との違いを聞かれて困った 

あり 12 15.0 

なし 68 85.0 

離乳食の相談で困った 

あり 17 21.3 

 なし 63 78.8 

担当保健師との連携 

あり 70 89.7 

なし・わからない 8 10.3 

活動はイメージ通りだった 

はい 36 50.0 

 いいえ 36 50.0 

活動の不安 

あり 25 33.8 

なし 49 66.2 

一部項目では欠損のために 100％が表頭の合計数と異なる。 
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表 6. 応援隊の活動をして良かった経験の有無と関連要因 

経験あり 

(n=68) 

経験なし・ 

わからない 

(n=8) 

n % n % p値 

経験年数 0.03 

1年未満 12 80.0 3 20.0 

1-2年 8 80.0 2 20.0 

3-5年 14 87.5 3 12.5 

6-9年 13 92.9 1 7.1 

10年以上 20 100.0 0 0 

訪問後に対象者に合う機会 0.01 

あり 42 97.7 1 2.3 

 なし 26 78.8 7 21.2 

訪問で赤ちゃんに合えなかった 0.17 

あり 50 92.6 4 7.4 

なし 18 81.8 4 18.2 

電話がつながらず対応できなかった 0.29 

あり 39 92.9 3 7.1 

なし 29 85.3 5 14.7 

コロナを理由に断られた 1.00 

あり 17 89.5 2 10.5 

 なし 51 89.5 6 10.5 

専門職訪問との違いを聞かれて困った 0.87 

あり 10 90.9 1 9.1 

なし 58 89.2 7 10.8 

離乳食の相談で困った 0.48 

あり 16 94.1 1 5.9 

 なし 52 88.1 7 11.9 

担当保健師との連携 0.004 

あり 62 93.9 4 6.1 

いいえ・わからない 5 37.5 3 62.5 

活動はイメージ通りだった 0.01 

はい 33 100.0 0 0.00 

 いいえ 29 80.6 7 19.4 

活動の不安 0.01 

あり 18 78.3 5 21.7 

なし 46 97.9 1 2.1 

経験年数にはコクランアミテージ検定、その他の項目にはカイ 2乗検定を用いた。 


